
町民のうごき [ 平成 28 年 1月 1日現在 ]

■人　口　　5,809 人 (-22)　男　2,745 人 (-10)
　　　　　　　　　　　　　女　3,064 人 (-12)
■世帯数　　2,527 戸 (+2)

PHOTO : ロウソクに灯された川面、包まれる田園。鬼籠野は灯りの魔法に
　　　　かかったようです。詳しくは 3ページへ。
　　　　
発行：神山町広報編集委員会　TEL.088-676-1111　[IP 2001]

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

h t t p : / / w w w . t o w n . k a m i y a m a . l g . j p

（　）は前々月比

新年のごあいさつ  ………………………  2 ページ
新町議誕生  ……………………………  3 ページ
おめでとう成人式  ………………………  4 ページ
地方創生プロジェクト…………………  8 ページ
まちの出来事………………………… 12 ページ

主な内容主な内容

広報かみやま01月 №302.indd   1 2016/01/08   14:58:30



　

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
新
春
を
町
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
お
迎
え
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

国
産
初
の
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
「
三

菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
（
Ｍ
Ｒ

Ｊ
）」
の
初
飛
行
が
成
功
し
ま
し
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｊ
は
、
1
9
6
0
年
代
に
開
発
さ

れ
た
プ
ロ
ペ
ラ
機
の
「
Ｙ
Ｓ
11
」
以
来
、

約
50
年
ぶ
り
の
国
産
旅
客
機
で
、
日
本

の
航
空
機
産
業
の
発
展
に
も
つ
な
が
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
年

連
続
で
日
本
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
日
本
の
科
学
の
水
準
の
高

さ
を
示
す
も
の
と
し
て
元
気
を
与
え
て

く
れ
る
出
来
事
で
す
。

　

一
方
、
経
済
状
況
は
長
引
く
円
安
に

伴
う
食
品
価
格
な
ど
の
高
騰
に
よ
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
、

　

わ
が
神
山
町
に
お
い
て
も
、
過
疎

化
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
課
題
を
抱
え

て
お
り
ま
す
が
、
豊
か
な
自
然
や
桜
の

植
樹
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
評
価

さ
れ
、
地
方
創
生
担
当
の
国
会
議
員
な

ど
多
く
の
方
々
が
視
察
に
訪
れ
、
全
国

に
先
駆
け
た
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
し

て
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
神
山
町
の
地
方
創
生
計
画

「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
今
後
5
カ
年
の
神

山
町
の
目
標
・
方
向
・
施
策
を
示
し
ま

し
た
。

　

未
来
を
形
づ
く
る
の
は
、
今
を
生
き

る
我
々
で
あ
り
、
行
動
に
よ
り
必
ず
変

化
し
ま
す
。
移
り
住
ん
で
く
る
人
々
、

還
っ
て
く
る
人
々
、
暮
ら
し
つ
づ
 け
る

人
々
な
ど
 、
経
験
や
価
値
観
の
異
な
る

者
同
士
が
 互
い
に
育
ち
合
い
な
が
 ら
、

気
持
ち
良
く
暮
ら
す
こ
と
を
実
現
す
る

た
め
に
、
次
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

1　

す
ま
い
づ
く
り

•
子
育
て
世
代
を
軸
に
し
た
「
集
合
住

宅
」
の
開
発

•「
古
民
家
リ
ノ
ベ
 ー
シ
ョ
ン
」
に
よ

る
社
会
資
本
の
形
成

•
地
域
の
将
来
を
つ
く
る
「
住
宅
ロ
ー

ン
」
等
の
整
備

•
地
区
ご
 と
の
特
性
を
活
か
し
た
「
転

入
支
援
体
制
」
づ
 く
り

2　

ひ
と
づ
く
り

•
地
域
の
多
様
な
人
的
資
源
を
活
か
す

「
神
山
ま
な
ぶ
・
つ
な
ぐ
ス
キ
ー
ム
」

•「
保
小
中
高
連
携
の
地
域
教
育
」
を

実
現
す
る
教
育
コ
ー
デ
 ィ
ネ
ー
タ
ー

の
設
置

•
高
校
の
特
性
を
活
か
し
た
集
落
修
繕

事
業
「
孫
プ
 ロ
」
の
推
進

•
学
習
効
果
と
公
益
性
の
高
い
、
町
内

外
を
め
ぐ
 る
「
ス
タ
デ
 ィ
・
プ
 ロ
グ
 

ラ
ム
」

3　

し
ご
と
づ
く
り

•「
起
業
支
援
」

a　

事
業
の
継
続
性
と
ひ
ろ
が
 り
を

高
め
る
企
画
支
援

b　

顔
の
見
え
る
融
資
や
助
成
制
度

の
仲
介

c　

起
業
時
の
負
担
を
軽
減
す
る
人

材
確
保
支
援 

•
地
域
に
必
要
な
人
材
を
つ
な
ぐ
 

「
ワ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
 デ
 ン
ス
」の
進
化

4　

循
環
の
仕
組
み
づ
く
り

•
役
場
か
ら
始
め
る
「
地
域
内
経
済
循

環
」

•「
次
世
代
の
地
域
工
務
環
境
づ
 く
り
」

に
よ
る
地
場
の
材
と
人
手
の
活
用

•
木
質
バ
 イ
オ
マ
ス
の
活
用
等
を
通
じ
 

た
「
エ
ネ
ル
ギ
 ー
の
地
産
地
消
」

•「
継
業
イ
ン
レ
ジ
 デ
 ン
ス
」
に
よ
る

地
域
に
必
要
な
商
い
の
存
続

•
地
域
の
営
農
と
食
文
化
を
進
化
さ
せ

る
「
農
業
生
産
法
人
・
フ
ー
ド
 ハ

ブ
 」
の
設
立

5　

安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り

•
非
常
時
に
そ
な
え
る
効
果
的
な
「
食

糧
備
蓄
」
の
仕
組
み
化

•
高
齢
者
の
住
宅
生
活
を
支
え
る
、
新

し
い
仕
事
づ
く
り

•
実
績
と
地
域
人
材
を
活
か
し
た「
I

Ｔ
・
Ｉ
Ｏ
Ｔ
×
鳥
獣
害
対
策
」

6　

関
係
づ
く
り

•
地
域
の
状
況
を
町
内
外
の
人
々
と
共

有
す
る
「
ま
ち
の
発
表
会
」

•
町
外
の
人
々
が
 訪
れ
、
最
新
の
状
況

に
触
れ
る
滞
在
プ
 ロ
グ
 ラ
ム

7　

見
え
る
化

•
ま
ち
の
可
能
性
を
日
々
発
信
す
る

「
か
み
や
ま
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
」

•
都
市
部
に
お
け
る
「
ワ
ー
ク
イ
ン
神

山
・
募
集
イ
ベ
 ン
ト
」
等
の
開
催

（
詳
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

　
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
」
た

め
に
は
3
、0
0
0
人
規
模
の
人
口
が

必
要
で
す
。
そ
の
人
口
を
維
持
す
る
た

め
に
は
毎
年
44
人
の
転
入
増
（
転
出
抑

制
を
含
む
）
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
も

あ
る
よ
う
に
「
強
い
も
の
が
生
き
残
る

の
で
は
な
く
、
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
も
の
が
生
き
残
る
」。
我
々
も
変
化

を
受
け
入
れ
、
伝
統
あ
る
神
山
町
を
つ

な
ぐ
た
め
に
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健
康
で
明

る
く
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
私
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

神山町長
後　藤　正　和
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新　町　議　会　議　員　紹　介

中
なか

西
にし

富
ふ

士
じ

男
お

髙
たか

橋
はし

　和
かず

男
お

新
に

居
い

　榮
えい

二
じ

佐
さ

出
いで

　由
よし

恵
え

河
かわ

野
の

　雅
まさ

俊
とし

　

12
月
24
日
か
ら
鬼
籠
野
輝
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
灯
り
の
オ
ブ

ジ
ェ
が
始
ま
り
、
田
園
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
約
4
0
0
本
、

川
に
は
木
に
浮
か
べ
た
2
0
0
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
が
灯
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
催
し
は
今
年
で
13
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
鬼
籠
野
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
最
初
は
田
園
一

帯
に
旗
を
立
ま
し
た
。
そ
の
時
は
田
園
の
中
で
県
警
音
楽
隊
の
行

進
も
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
第
2
回
目
か
ら
ロ
ウ
ソ
ク
を

使
っ
た
灯
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
な
り
ま
し
た
。

　

輝
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
坂
野
明
義
さ
ん
は
、「
灯
り
を
見
て
み
ん
な

が
喜
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
た
い
。
い
つ
か
、
L
E
D
で
長
期
間
灯

し
て
、
そ
れ
を
見
に
神
山
温
泉
に
も
観
光
客
が
増
え
て
鬼
籠
野
に

も
遊
び
に
来
て
く
れ
た
ら
良
い
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲イブの舟を流す足場作り ▲昨年使用したペットボトルを修理

▲等間隔に支柱を立てペットボトルを設置 ▲電飾を設置「おろの灯りのオブジェ」

▲田園一帯に広がるロウソクの灯りは幻想的です

▲ロウソクを灯すペット
ボトルの中には、銀紙を
敷いています。また、蓋に
釘を刺してそこにロウソ
クを立てます。

　任期満了に伴い、平成27年12月15日告示、同月20日執行の神山町議会議員一般選挙については、届出
立候補のあった候補者が定数（10人）と同数の候補者であったため、同月 21日に行われました選挙会に
より当選人を決定いたしました。
　また、平成28年 1月 6日に開かれた第 1回臨時議会において、議長に樫本雄一氏、副議長に細井成富
氏が選任されました。

副議長 細
ほそ

井
い

　成
しげ

富
とみ

議　長 樫
かし

本
もと

　雄
ゆう

一
いち

森
もり

本
もと

　吉
よし

治
はる

西
にし

崎
さき

　哲
てつ

夫
お

相
あい

原
はら

　浩
ひろ

志
し

（敬称略）

3 平成28年 1 月15日発行
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お
め
で
と
う

お
め
で
と
う  

新
成
人

新
成
人

新
成
人
代
表
謝
辞

 

新
成
人
代
表　

中
谷　

直
樹

　

本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に

盛
大
な
式
典
を
挙
行
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
重
ね
て
、
今
日
ま
で
私
た
ち
を
温
か
く
見

守
り
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
家
族
や
地
域
の
皆
様
方
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
の
幕
開
け
と
共
に
、
今
日
の
日
を
迎
え
、
私
た

ち
は
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
の
神
山
町
は
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
開
設

を
筆
頭
に
様
々
な
分
野
の
起
業
が
あ
り
、
移
住
さ
れ
た

方
々
の
活
動
が
地
域
に
と
け
込
み
、
町
の
魅
力
が
高
め

ら
れ
、
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
神
山
町
の
こ
と
が
発

信
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
町
が
注
目
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、
私
た
ち
自
身
も
自
ら

の
魅
力
を
高
め
、地
域
社
会
に
貢
献
出
来
る
よ
う
、日
々

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
多

く
の
こ
と
を
経
験
す
る
な
か
で
、
自
分
に
と
っ
て
良
い

事
を
吸
収
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
責
任
あ
る

社
会
人
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た

が
、
神
山
町
で
生
ま
れ

育
っ
た
事
を
誇
り
と
し
、

今
後
も
皆
様
方
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
お

礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

謝辞を述べる中谷直樹さん

　

平
成
28
年
神
山
町
成
人
式
が
1
月
2
日
㈯
に
神
山
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
該
当
者
は
、
平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
8
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
方
、
44
人
で
、
27
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
の
み
な

さ
ん
は
新
た
な
気
持
ち
を
胸
に
、
多
く
の
来
賓
、
保
護
者
の
方
々
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
成
人
の
門
出
の
祝
い
を
受
け
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
と
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
記
念
講
演
で
は
、

N
P
O
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
理
事
長　

大
南
信
也
さ
ん
よ
り
「
神
山

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

日
本
の
田
舎
を
ス
テ
キ
に
変
え
る
！
」
と
題
し
て
、

神
山
町
で
展
開
さ
れ
て
い
る
事
業
の
こ
と
や
、
神
山
の
魅
力
な
ど
を
新

成
人
に
向
け
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
28
年

神
山
町
成
人
式　

44
人
が
新
成
人
に

記念講演を行う大南信也さん

町長から記念品を受け取る　竹内偲さん

万歳三唱を行う新成人
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　　平成28年成人式該当者名簿　　　　　敬称略　　　　　該当者数44名　男子18名　女子26名

●上分地区● 上野　大雅 大西　美和 森　　公貴 ●広野地区● 大草　奈々
男性2人・女性3人・計5人 上野　悠雅 小坂　優依 NGUYEN THI TRANG 男性6人・女性8人・計14人 粟野さおり
佐古　正博 阿部　　永 後藤ゆき子 佐々木麻衣 足田　年生 川島　襟佳
佐藤　元弘 山根　愛佳 柴田　育恵 坂東　三穂 釜　　圭吾 楠　真奈美
柏木　美咲 中村美由紀 河野　　潤 坂東　真樹
竹内　　偲 ●神領地区● 和田茉邑架 ●阿川地区● 河野　貴大
西森　　月 男性2人・女性8人・計10人 男性2人・女性2人・計4人 高橋　　薫

新田　新太 ●鬼籠野地区● 多田　祥平 橘　　慎也
●下分地区● 中谷　直樹 男性3人・女性3人・計6人 前田　直希 阿部　和江

男性3人・女性2人・計5人 CONG HUI 河野　直人 遠山　真純 阿部　真由
粟飯原慎吾 出渕　美咲 佐々木裕介 森　　裕香 LOVE EVERLY AIXI

広野・阿川地区の新成人

上分・下分・神領・鬼籠野地区の新成人
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神
山
町
議
会
12
月
定
例
会
が
平
成
27

年
11
月
30
日
か
ら
12
月
3
日
ま
で
の
会

期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
19
議
案
を
審
議
し
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。補

正
予
算

■
平
成
27
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
4
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
5
1
4
万
3

千
円
を
追
加
し
、
総
額
49
億
3
1
9
3

万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧
費

の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
1
0
5
万
8

千
円
を
追
加
し
、
総
額
1
億
8
4
0
7

万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。
簡
易
水
道
費

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い

て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
2
8
万
8
千

円
を
追
加
し
、
総
額
10
億
7
0
8
6
万

4
千
円
と
し
ま
し
た
。

条
例
改
正

■
神
山
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

本
条
例
第
8
条
か
ら
第
17
条
（
徴
収

猶
予
に
係
る
町
の
徴
収
金
分
割
納
付
又

は
分
割
納
入
の
方
法
）を
改
め
ま
し
た
。

■
神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
農
村
情
報
連
絡
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
及
び
無
線

中
継
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

本
条
例
第
1
条
中
「
農
村
情
報
連
絡

施
設
」
を
「
防
災
行
政
無
線
」
に
改
め

る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

本
条
例
第
6
条
中
第
4
号
「
住
所
を

神
山
町
外
に
移
動
し
た
と
き
。」
を
削

る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
神
山
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

中
学
校
の
統
合
に
伴
い
広
野
地
区
か

ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
た
め
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
神
山
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
設
置

条
例
及
び
神
山
町
教
職
員
住
宅
使
用

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
財
政
調
整
基
金
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■
神
山
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

条
例
制
定

■
神
山
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
■
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
の
た
め
の
奨
学

資
金
の
償
還
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

■
神
山
町
町
費
負
担
教
職
員
の
採
用
及

び
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

■
若
者
定
住
応
援
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

そ
の
他

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

神
山
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
泉
園
・

神
山
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
神

山
町
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
社

会
福
祉
法
人
有
誠
福
祉
会
に
、
神
山
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
神
山
町
民

総
合
運
動
場
・
神
山
町
立
神
領
公
民
館
・

神
山
町
民
体
育
館
を
特
定
非
営
利
活
動

法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
に
管
理
者
を
指

定
し
ま
し
た
。

神
山
町
議
会

第
1
回
臨
時
会

　

町
議
会
第
1
回
臨
時
会
が
平
成
28
年

1
月
6
日
に
開
会
さ
れ
、
1
議
案
を
審

議
し
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
1
9
6
条
第
1
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任

す
る
監
査
委
員
に
つ
い
て
、
森
本
吉
治

氏
を
選
任
し
、
同
意
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
正
副
議
長
の
選
出
が
行

わ
れ
、
神
山
町
議
会
議
長
に
樫
本
雄
一

氏
、
副
議
長
に
細
井
成
富
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。

神
山
町
議
会

12
月
定
例
会

常任委員会 委員長 副委員長 委員

総務文教
常任委員会

西崎哲夫 森本吉治
新居榮二
佐出由恵
河野雅俊

産業建設
厚生常任委
員会

中西富士男 相原浩志
樫本雄一
細井成富
髙橋和男
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　個人番号カードは、住民のみなさんからの申請（任意）により取得することができます。

申請方法  
　通知カードと一緒に同封されている「個人番号カード交付申請書」に記名押印し、顔写真を貼付のうえ返
信用封筒に入れて投函してください。
※転入・転居または氏名などの変更がある方は同封されている「個人番号カード交付申請書」をご利用出来
ません。新しい交付申請書をお渡ししますので、住民課窓口までお越しください。

交付までの流れ  
　①申請された方には、「個人番号カード交付通知書」（案内ハガキ）をお届けします。
　②受け取られたら、通知書（ハガキ）・本人確認書類を持参のうえ、役場（住民課）窓口までお越しください。
　③役場（住民課）窓口において、本人確認及び暗証番号入力を行いカードを交付します。

　※交付手数料は初回のみ無料です。（紛失等の場合は、再発行手数料がかかります。）
　※有効期限は10回目の誕生日までです。（20歳未満は 5回目の誕生日までです。）
　　ただし、電子証明書（搭載された方）の有効期間は 5回目の誕生日までとなります。
ご注意ください！
　※交付時には本人確認や暗証番号入力をしていただきます。交付までに時間がかかることが予想されます
ので、時間に余裕を持ってお越しください。

　　配達時に不在などで受け取ることができなかった世帯の通知カードは、役場でお預かりしています。お
手数をおかけしますが、住民課窓口へ受け取りにお越しください。
　　受け取りの際には本人確認用書類と印鑑をお持ちください。また、代理の方が受け取ることもできます
が、別途委任状等も必要になります。詳しくはお問い合わせください。

●受け取りの時に必要な書類（本人が受け取る場合）
　①個人番号カード交付通知書（ハガキ）
　②通知カード
　③運転免許証、パスポート、在留カードなど顔写真付きの身分証明書を 1点
　　または、各種健康保険証、医療受給者証、年金手帳など顔写真がない身分証明書を 2点
　④住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
※代理の方が受け取りに来られる時には、上記の必要書類のうえに、委任状や代理人の方の身分証明書のほか、別途
確認書類が必要な場合がありますので、お問い合わせください。

■問い合わせ先■
　マイナンバー制度に関するコールセンター TEL：0570‒20‒0178　0570‒20‒0291（外国語対応）
　個人番号カードに関するコールセンター TEL：0570‒783‒578　0570‒064‒738（外国語対応）
　マイナンバー制度の概要に関すること 総務課　TEL：088‒676‒1111　IP：2000・2001
　通知カード、個人番号カードの申請や交付に関すること 住民課　TEL：088‒676‒1113　IP：2003

原則として、申請者本人が
窓口にお越しください

表面（案） 裏面（案）

表　面
住所・氏名・生年月日・写
真が表示され、身分証明書
としても利用できます。

裏　面
個人番号が記載されます。
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4
K
4
K
映
画
祭
で

映
画
祭
で

  

す
だ
ち
料
理
が
好
評

す
だ
ち
料
理
が
好
評

　

12
月
4
日
か
ら
6
日
ま
で
、
町
内
4

つ
の
会
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
4
K

徳
島
映
画
祭
2
0
1
5 

in 

神
山
」。

〝
こ
た
つ
シ
ア
タ
ー
〞
が
設
置
さ
れ
た

寄
井
座
会
場
で
は
、
昨
年
誕
生
し
た
神

山
の
新
名
物
「
神

山
す
だ
ち
鶏
天
」

の
屋
台
も
出
店
さ

れ
、
料
理
人
の
山

田
充
さ
ん
（
観
月

茶
屋
）
と
、
地
中

誠
さ
ん
（
マ
ス
の
家
）
が
腕
を
ふ
る
っ

た
す
だ
ち
鶏
天
に
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
が

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

授
賞
式
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
で
も
振
舞
わ
れ
た
す
だ
ち
鶏

天
。
そ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、「
東

京
す
だ
ち
遍
路
」
で
神
山
と
の
縁
が
深

い
東
京
目
黒
の
「
大
衆
ビ
ス
ト
ロ 

ジ

ル
」
の
料
理
人
の
小
林
周
さ
ん
に
料
理

を
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
阿
波
ポ
ー

ク
の
ロ
ー
ス
ト　

す
だ
ち
赤
味
噌
ソ
ー

ス
」「
猪
カ
レ
ー　

す
だ
ち
香
る
ピ
ク

ル
ス
添
え
」
な
ど
の
8
品
に
は
、
自
慢

の
神
山
す
だ
ち
が
た
っ
ぷ
り
。
小
林
さ

ん
の
手
で
素
材
の
美
味
し
さ
が
引
き
出

さ
れ
た
一
品
一
品
を
、
参
加
者
は
こ
た

つ
で
堪
能
し
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
「
東
京
す
だ
ち
遍
路
」

を
通
し
て
神
山
す
だ
ち
に
出
会
い
、
そ

の
味
に
魅
了
さ
れ
、
お
店
で
提
供
す
る

様
々
な
料
理
に
す
だ
ち
を
使
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
神
山
の
滞
在
中
に
、
す

だ
ち
生
産
者
を
は
じ
め
と
す
る
町
の
皆

さ
ん
と
も
交
流
さ
れ
、
ま
す
ま
す
神
山

の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と
い
う
小
林
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
神
山
や
、
神
山
が
育

ん
だ
食
材
の
魅
力
を
、
料
理
と
い
う
形

で
発
信
い
た
だ
け
そ
う
で
す
。

　

 す
だ
ち
住
民
の
皆
さ
ま
に

す
だ
ち
住
民
の
皆
さ
ま
に

  

〝
お
す
そ
わ
け
便
〞を
送
付

〝
お
す
そ
わ
け
便
〞を
送
付

　

里
山
み
ら
い
で
は
昨
年
、

神
山
と
都
会
の
新
し
い
つ
な

が
り
を
創
る
取
り
組
み
と
し

て
「
神
山
す
だ
ち
住
民
課
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
、

町
外
の
方
か
ら
寄
附
と
い
う

形
で
神
山
を
応
援
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
全
国

各
地
の
83
人
の
方
々
に
登
録
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
12
月
末
時
点
）

　

す
だ
ち
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
町
内

協
賛
施
設
で
割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け

ら
れ
る
「
す
だ
ち
住
民
証
」
を
交
付

し
、
神
山
の
今
と
昔
を
伝
え
る
「
里
山

み
ら
い
新
聞
」
を
お
届
け
。
さ
ら
に
、

１
５
、0
0
0
円
以
上
納
付
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
、
里
山
の
め
ぐ
み
が
詰

ま
っ
た
「
お
す
そ
わ
け
便
」
を
年
に
3

回
送
付
し
て
い
ま
す
。
12
月
に
お
送
り

し
た
お
す
そ
分
け
便
は
、
お
餅
、
手
作

り
こ
ん
に
ゃ
く
、
す
だ
ち

み
そ
、
冬
野
菜
の
品
々
。

中
で
も
お
餅
は
、
下
分
の

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
と
里
山
み
ら
い
メ
ン

バ
ー
が
一
緒
に
作
っ
た
も

の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
、白
・
よ
も
ぎ
・
こ
き
び
・
た
か
き

び
の
4
種
類
の
お
餅
を
心
を
込
め
て
ま

る
め
ま
し
た
。す
だ
ち
住
民
の
皆
さ
ま

に
は
、お
正
月
に
ふ
る
さ
と
の
味
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
!? 

皆
さ
ま
の
周
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
神
山

と
ご
縁
の
あ
る
方
々
に
も
、「
神
山
す
だ

ち
住
民
課
」を
ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
里
山
み
ら
い
〈
電
話
：
0
5
0

－

2
0
2
4

－

4
9
2
5
〉
ま
で
）

※
こ
の
事
業
は
里
山
み
ら
い
が
神
山
町
か

ら
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

 

地域おこし

協力隊

地域おこし協力隊もあと３か月で
終わりますが、定住に向けて新た
な挑戦をしようかと思ってます。
皆さまにとって良い年であります
ように。　　　　　　　永野裕介

新年おめでとうございます。隙間風吹
く我が家ですが、離乳食を始めた娘と
共に脂肪を蓄えながら、寒さに負けず
過ごしています。今年はどんな 1年に
なるでしょうか。　　　　田中泰子

愛の反対は無関心。失敗した昨
シーズンと違い大根も白菜も順調
に育った。「先生」のアドバイス
をきちんと聞き、愛を注いだから
だと思う。　　　　　　古屋淳二

あけましておめでとうございま
す。今年も宜しくお願い致します。
年賀状を今年も作りました。欲し
い方は里山みらいまで（笑）

　　 小田奈生子

新年、あけましておめでとうござ
います！昨年末から、柴犬を飼い
はじめました。名前は「ここ」で
す。散歩していたらぜひ触って下
さい！　　　　　　　　植田彰弘

町の方に教えていただいて挑戦し
た干し柿。美味しく食べながら新
年を迎えることができたかな!? 今
年もよろしくお願いします。

　　　　　　　織田智佳

▲レセプション
パーティーの様子
（寄井座会場）

おすそわけ便

年賀状の図版年賀状の図版
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10
月
・
11
月
の
活
動
報
告

　

移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
持

ち
主
の
方
か
ら
空
き
家
利
活
用
の
相
談

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
10
月
、
11

月
も
、
空
き
家
を
借
り
て
く
れ
る
人
を

探
し
て
い
る
、
ゆ
く
ゆ
く
は
家
の
売
却

を
検
討
し
て
い
る
、
な
ど
の
相
談
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
お
家
を
ご
紹
介

す
る
前
に
、
ま
ず
持
ち
主
の
方
と
職
員

と
で
お
家
の
下
見
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
実
際
に
移
住
希
望
者
が
来
町

さ
れ
た
場
合
は
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
持

ち
主
の
方
に
代
わ
り
、
お
家
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

空
き
家
の
管
理
に
お
困
り
の
方
が
身

近
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

今
年
6
月
に
移
住
さ
れ
た
採
澤
さ
ん

ご
夫
婦
を
紹
介
し
ま
す
。
整
体
師
の
採

澤
さ
ん
は
移
住
を
機
に
独
立
、
ご
自
宅

で
「
神
山
整
体
堂
」
を
開
業
さ
れ
ま
し

た
。

〈
移
住
す
る
前
の
暮
ら
し
〉

和
正　

12
年
ほ
ど
お
世
話
に
な
っ
た
武

術
・
整
体
の
師
匠
が
い
ま
し
て
、
東
京

の
師
匠
の
道
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

中
学
時
代
か
ら
合
気
道
を
習
い
始
め
、

大
学
時
代
に
出
会
っ
た
そ
の
師
匠
が
整

体
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
私
も
整

体
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

静　

私
は
編
集
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
仕
事
の
合

間
に
私
も
整

体
の
勉
強
を

し
た
り
、
ま
た

尾
瀬
で
自
然

ガ
イ
ド
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。も
と
も
と
自
然
が
大
好
き
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
に
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
に
行
き
、
牧
場
で
1
年
近
く
働
い

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　

体
や
心
の
調
子
は
生
活
環
境
に
も
左

右
さ
れ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
都
会
暮

ら
し
は
や
は
り
不
健
康
に
な
り
が
ち
で

す
。
そ
う
し
た
環
境
で
い
く
ら
整
体
を

施
し
て
も
、
な
か
な
か
抜
本
的
な
解
決

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
田
舎
暮
ら

し
で
根
本
か
ら
体
を
整
え
る
生
活
を
、

ま
ず
は
自
分
た
ち
で
実
践
し
て
み
よ
う

と
思
い
移
住
し
ま
し
た
。

〈
神
山
整
体
堂
に
つ
い
て
〉

　

身
体
を
自
然
な
状
態
に
戻
し
、
本
来

の
自
然
治
癒
力
を
呼
び
覚
ま
す
の
が
神

山
整
体
堂
の
整
体
で
す
。

整
体
の
施
術
だ
け
で
な

く
、
定
期
的
に
整
体
教
室

も
開
い
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
整
体
を
通
し
て
、
自

分
で
体
の
調
子
を
整
え
ら

れ
る
人
が
少
し
ず
つ
増
え

て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

〈
趣
味
に
つ
い
て
〉

静　

神
山
に
来
る
少
し
前

か
ら
趣
味
で
華
道

を
始
め
ま
し
た
。

私
は
特
に
野
の
花

を
生
け
る
こ
と
に

興
味
が
あ
り
、
近

く
の
河
原
を
散
歩

し
て
よ
く
お
花
を

見
て
い
ま
す
。

和
正　

時
間
が
あ
る
と
い
つ
も
、
座
禅

や
太
極
拳
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
徳
島

に
来
て
か
ら
は
2
人
で
畑
を
し
て
み
た

り
、
友
人
と
海
釣
り
に
行
っ
た
り
も
し

ま
す
。
来
年
は
川
釣
り
に
も
挑
戦
し
て

み
た
い
で
す
。

〈
こ
れ
か
ら
の
抱
負
〉

　

地
元
の
方
向
け
の
教
室
を
増
や
し
た

り
、
農
作
業
の
後
に
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
体
操
を
つ
く
っ
た
り
し
て
、
も
っ
と

神
山
に
根
付
い
た
活
動
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
神
山
が
、「
健

康
の
ま
ち
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
面
白
い
で
す
ね
。

● 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

●

NPO法人
グリーンバレー
の伊藤が

お届けします。
お問合せ
☎676-1177

IP：2028

新規移住
希望者の
相談件数

10月…3件
11月…3件

神山整体堂
下分安吉・オレンジ屋根の家

 お問合せ：090‒3704‒2045（採澤）
 営業時間：8：00‒20：00（予約優先）

採
さい

澤
ざわ

　和
かず

正
まさ

 兵庫県出身

採
さい

澤
ざわ

　　静
しずか

 神奈川県出身
下分安吉在住

11 平成28年 1 月15日発行
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　10月29日の夜、鬼籠野剣山
神社で秋葉山奉納相撲が行わ
れ、一ノ坂と猪ノ頭地区の幼児
や児童15人が相撲を取りまし
た。
　土俵に御神酒・塩・榊が捧げ
られた後、幼い子たちが紙を咥
え東西の土俵にそれぞれ寄り切
る紙相撲が行われました。次に

同じくらいの歳の子ども同士が
男女関係なく勝負をし、押し出
しや上手投げなど多彩な技が飛
び出していました。勝敗に関わ
らず勝負が終わる毎にお菓子や
ノートが手渡され、子どもたち
は嬉しそうな様子でした。
　最後はみんなで手拍子を打ち
ながら、「世界で一番良い相撲
を取りました」という意味の歌
を唄い奉納相撲は締めくくられ
ました。

秋葉山奉納相撲

　11月15日（日）に神山町農
業委員会主催で、耕作放棄地解
消啓発活動を阿野字地野々で行
いました。
　地元農業者や農業後継者、
その他関係団体の総勢22人の
方々に参加いただき、約700㎡
の耕作放棄地の復旧作業を行い
ました。
　参加者全員で耕作放棄地の草
を刈ったり梅の木の伐採や剪定
を行ったあと、バックホーで梅

の木の根を抜き、全体をたがや
しました。
　参加者の熱心な作業により、
耕作放棄地を復旧することがで
きました。
　町内にはまだ多くの耕作放棄
地が存在します。今後も、耕作

放棄地の解消にご協力よろしく
お願いします。
参加団体
•地元農業者　 • Agrist神山
•徳島農業支援センター
• JA名西郡　　•神山町役場
•神山町農業委会

耕作放棄地解消
啓発活動

まちの

　 出来事

かん太くん

　この奉納相撲は佐々木玄次郎
さん（一ノ坂）のおじいさんの
そのまたおじいさんの金次郎さ
んが中心となり、剣山神社が建
てられたのを機に始まったそう
で、毎年旧暦の 9月 17日に行
われます。
　当時は広野地区からも参加者
があるなど多くの人たちが集ま
り、出店もありました。以前は廻
しを締めた青年も相撲を取って
いましたが、その内に子どもた
ちだけがするようになりまし
た。また、力餅という直径 15cm
程の大きなおにぎりが配られて
いたそうですが、現在はあんパ
ンが訪れた全員に配られます。▲はっけよいのこったの合図でいきよいよく向かう子どもたち

▲小さめの土俵に藁を敷き詰めます ▲紙相撲の様子

▲復旧後の農地▲復旧前の農地
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　12月25日、第35回全国中学
生人権作文コンテストで、「大
島青松園を訪れて」と題した、
神山中学校 3年　佐々木里菜
さんの作品が文部科学大臣賞を

受賞しました。
　この受賞を糧に、佐々木
里菜さんの今後益々のご活
躍をご期待申し上げます。

　佐々木さんの作品をご紹
介いたします。

人権作文コンテストで
文部科学大臣賞受賞！

　12月 6日、第 2回下分よこ
の市が下分公民館で開催され、
多くの人たちで賑わいました。
　これは下分まちづくり実行委
員会が主催し、住民たちの交流
を深め、地域の活性化を目的と
して開催されました。
　今回は28組が出店し、地元
の野菜や神山杉で作った椅子、

温かい肉まん、焼き芋や紅茶そ
して古着などが販売され、下分
生活改善グループの団子餅は 5
個入り約80パックが完売する

など大盛況でした。
　住民からは毎月やって欲しい
などと声があがるほど大好評で
した。

第 2回
下分よこの市開催

▲よこの市の会場の様子

▲賞状を受け取る佐々木里菜さん

　
　
　

大
島
青
松
園
を
訪
れ
て

　
　
　
　
　
　

神
山
中
学
校　

三
年　

佐
々
木
里
菜

　
「
差
別
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
何
を
思
い

う
か
べ
る
だ
ろ
う
。
私
は
こ
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の

人
権
学
習
を
通
し
て「
差
別
」の
本
当
の
怖
さ
を
知
っ

た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染
力
が
弱
く
、
非
常
に
う
つ
り

に
く
い
病
気
だ
。
し
か
し
、
人
々
の
ま
ち
が
っ
た
考

え
か
ら
偏
見
や
差
別
の
対
象
に
さ
れ
、
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
の
方
の
自
由
や
権
利
は
奪
わ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
私
は
、
権
威
あ
る
人
の
考
え
方
や
判
断
一
つ

で
「
差
別
」
が
生
ま
れ
、
こ
の
よ
う
な
苦
し
み
が
生

ま
れ
る
も
の
な
の
か
と
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

　

私
た
ち
は
先
日
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
強
制
隔
離

が
行
わ
れ
た
場
所
の
一
つ
で
あ
る
、
大
島
青
松
園
を

訪
れ
た
。
こ
の
島
へ
は
船
で
し
か
行
く
こ
と
が
出
来

ず
、
差
別
の
現
実
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
。

　

ま
ず
、
私
た
ち
は
県
人
会
の
方
々
と
の
交
流
会
に

参
加
し
た
。
こ
こ
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
方
々

が
強
い
差
別
が
あ
っ
た
中
で
実
際
に
経
験
し
た
こ

と
、
感
じ
た
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
中

で
私
の
心
に
と
ま
っ
た
の
は
「
兄
弟
げ
ん
か
が
な
つ

か
し
か
っ
た
。」
と
い
う
、
何
気
な
い
言
葉
だ
。
ハ

ン
セ
ン
病
に
か
か
る
と
療
養
所
に
強
制
隔
離
さ
れ

る
。
つ
ま
り
家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
を
強
い

ら
れ
る
の
だ
。
家
族
と
と
も
に
笑
い
合
う
こ
と
も
、

机
を
囲
ん
で
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ

れ
は
病
気
が
治
っ
て
か
ら
も
ず
っ
と
続
く
の
だ
。
回

復
者
の
方
々
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
一
日
一
日
を
過
ご

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
気
持
ち
を
想
像
す
る

だ
け
で
胸
が
苦
し
く
な
っ
た
。

　

施
設
見
学
で
私
た
ち
は
「
納
骨
堂
」
と
い
う
場
所

を
訪
れ
た
。
こ
の
「
納
骨
堂
」
の
中
に
は
ハ
ン
セ
ン

病
で
島
に
来
て
、
亡
く
な
っ
て
も
い
ま
だ
に
故
郷
に

帰
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
々
の
骨
つ
ぼ
が
並
べ
ら
れ

て
い
た
。
他
人
に
名
前
の
入
っ
た
骨
つ
ぼ
を
見
ら
れ

て
、
家
族
が
差
別
に
合
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
、
思

い
や
り
か
ら
名
前
を
書
か
な
い
骨
つ
ぼ
が
い
く
つ
か

あ
っ
た
。
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
奪
わ
れ
て
も
、

死
と
向
き
合
っ
て
い
て
も
、
な
お
家
族
へ
の
配
慮
を

忘
れ
な
い
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
方
の
優
し
さ
に
心

が
震
え
た
。
そ
し
て
、差
別
と
い
う
も
の
は「
つ
ら
く
、

悲
し
い
」
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
言
い
表
せ
な
い
も

の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
、
目
を
閉
じ
る
と
、
私
た
ち
の

目
を
見
て
懸
命
に
話
し
て
く
れ
た
回
復
者
の
方
々
の

笑
顔
が
う
か
ん
だ
。
私
の
心
は
な
ぜ
か
す
っ
き
り
し

な
か
っ
た
。
ま
ち
が
っ
た
考
え
が
生
ん
だ
差
別
で
は

あ
る
が
、
も
っ
と
早
く
解
決
す
る
方
法
は
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
あ
の
笑
顔
に
こ
た
え
る
た
め
に
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。　

　

そ
の
日
の
夜
、
私
は
家
族
に
大
島
青
松
園
で
の
こ

と
を
話
し
た
。
父
も
母
も
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
は
詳

し
く
知
ら
な
か
っ
た
。
私
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
片
手

に
夢
中
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
。
強
制
隔
離
の
こ
と
、

で
き
て
し
ま
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
処
分
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
亡
く
な
っ
て
灰
に
な
っ
て
も
故
郷
に
帰
れ
な
い

人
が
い
る
こ
と
…
…
。
私
は
自
分
の
中
の
怒
り
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
両
親
は
そ
ん
な
私
に

驚
き
な
が
ら

「
そ
ん
な
辛
い
こ
と
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ん

や
な
あ
。
親
の
世
代
は
知
ら
ん
人
も
多
い
と
思
う
よ
。

い
ろ
ん
な
人
権
問
題
が
あ
る
け
ど
、
ま
ず
は
真
実
を

知
る
こ
と
か
ら
や
な
。
勉
強
に
な
っ
た
わ
。」

と
言
っ
て
く
れ
た
。

　

そ
う
だ
、
私
は
誰
か
に
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
。
大

島
青
松
園
で
私
が
感
じ
た
悲
し
み
や
怒
り
、
そ
し
て

触
れ
る
こ
と
の
で
き
た
人
間
の
強
さ
や
優
し
さ
を
、

誰
か
に
伝
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
人
生
の
ほ

と
ん
ど
を
こ
の
島
で
暮
ら
し
た
回
復
者
の
方
々
は
、

私
た
ち
の
前
で
は
、
生
き
生
き
と
話
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
が
、
歩
く
の
が
や
っ
と
の
よ
う
だ
っ
た
。
高

齢
化
し
て
い
く
回
復
者
の
方
の
心
の
叫
び
を
伝
え
る

の
は
私
た
ち
の
使
命
な
の
だ
。
両
親
と
ハ
ン
セ
ン
病

差
別
に
つ
い
て
話
し
合
え
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
。
自
己
満
足
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
の
第
一

歩
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
で
あ
ろ
う
人
権

問
題
に
つ
い
て
も
真
剣
に
考
え
、
正
し
い
判
断
を
し
、

行
動
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
れ
こ
そ
が
今
回
、

大
島
を
訪
れ
た
私
た
ち
の
責
任
で
あ
り
、
長
い
間
苦

労
さ
れ
た
回
復
者
の
皆
さ
ん
に
こ
た
え
る
、
唯
一
の

道
だ
と
信
じ
て
い
る
。
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　12月 5日、鬼籠野小学校前
の交差点横に鬼籠野輝

ひかり

の会によ
るイルミネーションが設置され
ました。1月16日までの毎日
17時から 22時の間は電飾が点
灯され、多くの人たちを楽しま
せてくれました。
　平成10年から始まり今年で

18年目を迎えたこのイルミ
ネーションは、鬼籠野輝の会の
現会長の佐々木重知さん所有の
山林にもみの木があったことか
ら、クリスマスツリーを飾って
みようかと仲間たちで始まりま
した。
　第 1回目は鬼籠野小学校横の
久保橋あたりにもみの木を移植
し飾り付け、この時は明石海峡
大橋と久保橋が出来た年という

鬼籠野地区
イルミネーション設置

　11月11日、平成27年度神山
町ゲートボール大会が神山町老
人ホームふれあいゲートボール
場において町内各地区から、8
チーム、約40人の選手が参加
し行われました。

　試合は 2コートに分かれて
リーグ戦の後、順位決定戦を行
いました。日々の練習の成果を
発揮し、競い合いました。また、
徳島県予選など対外試合にも積
極的に参加し、さらなる競技力
向上を目指しています。結果は
次のとおりです。

　優　勝……松葉
　準優勝……ひまわり
　第三位……広野 A

平成27年度神山町
ゲートボール大会

ことで、大橋を模ったイルミネー
ションにしたそうです。
　会長の佐々木さんは、町の人
たちが喜んでくれて嬉しく、ま
た仲間たちと力を合わせてやる
のが楽しみだそうで、これを消
さないように続けていきたいと
話していました。

▲岩田モータースさんの倉庫で電飾を装着

▲競技の様子

▲中川電気さんを中心に配電盤を設置

▲クレーン車を使い鉄塔を設置

イルミネーションの様子は
裏表紙に掲載しています

　11月22日、第32回神山温泉
すだちマラソンを開催しまし
た。今年は、町内外から、618
人のランナーが参加し、秋晴れ
の中、日々の練習の成果を競い
合いました。参加者や地域の方
からの温かい声援によって、大
会は盛況のうちに終えることが
できました。各部優勝者は次の
とおりです。
　大会運営スタッフの皆さん、
地域住民の皆さん、ご協力あり
がとうございました。

神山温泉
すだちマラソン開催

▲ 10kmの部　スタート直後の様子

一般の部女子　10km

　優勝　仁木　千賀　36分37秒
一般の部男子　10km

　優勝　樫谷　正之　32分07秒
一般の部女子　3km

　優勝　酒井　想　　10分16秒
一般の部男子　3km

　優勝　仁木蒼一郎　 9分17秒

スポーツ少年団の部女子　1．7km

　優勝　尾木原実咲（神領東）　7分 21秒

スポーツ少年団の部男子　1．7km

　優勝　宮本　匠馬（神領西）　5分47秒

ペアの部　1．7km

　優勝　長尾　哲生・長尾　綾斗ペア

　　　　　　　　　　　　　 　7分00秒
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　11月 6日、下分の宇佐八幡
神社で新

にい

嘗
なめ

祭が行われました。
　神殿の左側に神主、右側に下
分と上分地区の氏子総代が向か

い合って座り、神様に五穀豊穣
のお礼をしました。
　この祭

さい

祀
し

は 4月に五穀豊穣
をお願いする祈年祭、10月に
収穫の成果を報告する例祭、そ
してこの収穫のお礼をする新嘗
祭の順で行われます。

宇佐八幡神社の新
にい

嘗
なめ

祭

▲新嘗祭の様子

　11月26日、神山町議場で神
山中学校と東中学校の 2年生
20人の議員による神山町子ど
も議会が開催されました。
　これは模擬町議会を体験する
ことにより、町政を身近に感じ

住民自治の姿の一端を学ぶとと
もに、神山町民としての自覚と
郷土を愛する心を育成すること
を目的としており、昨年に引き
続き 2回目の開催です。
　両校合同で行われ、5つのグ
ループに分かれた議員たちから
は、地方創生や人口減少問題、
町の PRや活性化等についての

子ども議会開催

▲子ども議員のみなさん

質問があり、それらについて町
長らが答弁を行いました。
　議員からは質問だけでなく、
神社・仏閣などを巡る歴史ツ
アーなどのイベントの提案や自
分たち中学生が地方創生に協力
できることはないかなど、心強
い意見も聞かれました。

▲質問をする議員のみなさん

　向井勝さん（神領字西野間）
は、平成19年から神山町の自
衛官募集相談員として募集広報
などの活動にご尽力されてきま
した。その貢献が認められ、こ
の度自衛隊徳島地方協力本部長
より感謝状の贈呈が行われまし
た。
　「自衛官募集相談員」とは、

自衛官志願者に関する情報の提
供、自衛隊地方協力本部の行う
募集のための広報に対する援助
を個人の好意に基づいて
実施して頂いている方で
す。また、防衛意識の普及
等、防衛基盤の育成にも貢
献する極めて重要な役割
を担って頂いております。
　贈呈式は、平成27年11
月10日、阿波観光ホテル
にて行われ、自衛隊徳島地

方協力本部本部長森真規一等海
佐から個人 8人と 2団体への
感謝状の贈呈が行われました。

向井勝さん自衛隊徳島地方
協力本部長より感謝状贈呈

▲自衛隊徳島地方協力本部 本部長 森真規 一等海佐による贈呈の様子

　11月13日（大安）、鬼籠野の
剣山遥拝所の前と秋葉山権現に
鳥居が建立されました。
　老朽化により危険な状態だっ

たため山本充良さん（一ノ坂）
が中心となって地域住民たちと
共に建替が行われました。この
鳥居には丈夫なヒムロが使用さ
れ上部と足下は銅板で保護され
ており、70年は保つだろうと
話していました。

剣山遥
よう

拝
はい

所
じょ

の前と
秋葉山権現に鳥居が建立

▲剣山遥拝所前の鳥居
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　12月 6日（日）に神山町農
村環境改善センターにおいて平
成27年度神山町人権啓発講演
会・神山町 PTA連合会家庭教
育研修大会を開催し、こころ元
気研究所所長の鎌田敏さんに
「地域の絆、みんなの笑顔」と
題する講演をしていただきま
した。当日は神山町 PTA会員、
神山町人権大学及び成人大学の
受講生、地域住民など 143人
が参加しました。
　講師の鎌田さんは企業からの
リストラ、阪神大震災を経験さ
れながらも「人生二度なし」「人
生は、心のあり方ひとつでガラ
リと変わる」「こころ元気に積
極的に生きる」ことの大切さを
心に抱き、毎年 2万人以上の
方々に元気講演を配達されてお

り、今回の講演でも、「こころ」
もインフルエンザなどと同様に
場の空気に感染することを伝え
られ、ジャンケンを通じて一気
に会場を盛り上げてくださりま
した。講演の主な内容としては、
もののとらえ方や言い方ひとつ
ですれ違いが起こること、権利
を主張し合えば衝突が生まれる
が、折り合いを付けるためには
相手の立場を考えることも大切
なこと、「失敗」は「未成功」
と考えること、また、マザーテ
レサの「愛の反対は無関心」と
いう言葉を紹介され、「ありが
とう」や「がんばっているね」
などという言葉からは元気を分
かち合えることができることな
どが伝えられました。
　笑顔は相手の「こころ」まで
明るくするので「一怒一老」で
はなく「一笑一若」でいきましょ
うということで講演を終えまし

た。参加者からは「人とのコミュ
ニケーションの大切さを学べま
した。」「あたたかい町づくりの
ために、あいさつ、笑顔のある
空気づくりを行っていきたい。」
などという感想があり、人権を
大切にする町づくりのために有
意義な時間を過ごすことができ
ました。
　世の中には「高齢者」「女性」
「子ども」「障がい者」「同和問
題」「ハンセン病患者」などの
他にも様々な人権課題がありま
す。人権が守られる社会を実現
させるためには、それぞれの課
題に対して正しい理解を持ち、
正しい行動をとることが大切で
す。今後とも神山町では様々な
人権に関する取組みを実施して
まいりますので、多くの方々に
人権への関心をあと一歩高めて
いただき、お互いが住みよい地
域づくりを目指しましょう。

こころ元気講演会
を開催

　10月15日、富山県富山市で
神山町民生委員児童委員協議会
が、全国民生委員児童委員連合
会会長表彰を受賞しました。
　神山町では高齢化が進み、一
人暮らし高齢者や高齢者のみの
世帯増加が顕著な中、民生委員
児童委員の役割は大きく、欠か

せないものとなっています。神
山町民生委員児童委員協議会
は、これまで高齢者の見守りや
日常生活支援など地元の福祉
ニーズの把握に努められたり、
赤ちゃん訪問事業や学校、児童
クラブとの関わりを深め、子育
て支援にも尽力されています。
この表彰を力に、今後益々のご
活躍をご祈念申し上げます。

全国民生委員児童委員
連合会会長表彰を受賞

▲副会長の相原さん

　11月 2日、神山東中学校で神山
東中学校人権ボランティア委員会が
中心となって、「人権座談会」が開
催されました。人権擁護委員の活動

紹介や DVD鑑賞を行った
後、人権擁護委員や先生方
も参加して 4班に分かれ
て意見交換を行い、各班の
代表が発表を行いました。
人権意識を高める貴重な時
間となりました。

人権座談会が
開催されました

▲人権座談会の様子
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　11月10日、あわぎんホール
での第59回徳島県社会福祉大
会において、眞田信善さん、赤
根ミヨ子さん、岡田洋子さん、
貴田幸子さん、下窪キヨヱさん、
瀧根圭代さん、津田弘忠さんの
7人が徳島県社会福祉協議会

会長表彰を受賞されました。
　眞田信善さんは「民生委員・
児童委員功労者」として、赤根
さん、岡田さん、貴田さん、下
窪さん、瀧根さん、津田さんは
「ボランティア功労者」として
表彰されました。みなさんの今
後益々のご活躍をご祈念申し上
げます。

県社会福祉大会で
7人受賞

▲

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

　11月21日、神山町役場で徳
島県防災人材育成センター主催
の 1日ぼうさい講座が開催さ
れました。
　町内自主防災会役員、城西高
校神山分校の生徒、住民等から、
26人の参加があり、30年以内
に70％の確率で発生すると言

われている、南海トラフ地震や
日本国内で頻発している集中豪
雨についての講座を受講しまし
た。防災実習では、ペットボト
ルを利用した雨量計と新聞紙で

スリッパを作成し、防災術を身
につけました。
　地域防災の中心として、活躍
が期待されます。

1日ぼうさい講座開催

　
▲

防
災
実
習
を
行
う

　
　

参
加
者
の
み
な
さ
ん

　ハイビジョンの 4倍の解像
度を持つ 4K。その映像作品を
集めた「4K徳島映画祭」が 12
月 4日から 3日間神領の寄井
座ほか 4カ所で開催されまし
た。各会場にはシアターを準備
し、日本各地の風景やドキュメ
ンタリーなど約50作品が上映
され、3日間で3000人近い来
場がありました。

　人形や全ての小道具を手作り
し、「コマ撮り」を用いて 1コ
マずつ撮影した「ノーマン・ザ・
スノーマン」という作品では、
4K映像だからこそ伝わる美し
さや技術の高さが表現されてい
ました。
　また、下分のサテライトオ
フィスコンプレックスでは、最
新の 8Kディスプレイや大型ド
ローンなどの機器展示や業界関
係者の講演、セミナーなども同
時開催されました。

4K徳島映画祭開催

▲寄井座でこたつに入って映画鑑賞

　2日目には、審査員で来てい
た俳優の大杉漣さんの無料ライ
ブも行われ、楽しいお話しを踏
まえてイベントを盛り上げてく
れました。

▲すだち座のみなさん

橋啓氏の講演があり、午後か
らは、アトラクションが
ありました。「すだち座」
の阿波人形浄瑠璃芝居や
コーラス・芸能振興会の
踊り、カラオケ連合会の
唄などがありました。
　また、社会福祉協議会で
は各部の力作・作品展示が

あり盛会の内に終了しました。
第30回
徳島県文化研修会

　11月 7日、第30回徳島県文
化研修会が神山温泉四季の里で
行われました。この研修会は、
徳島県市町村文化協会連絡協議
会と開催地の文化協会が主催す
る研修会で、午前中、式典と高
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　11月 1日、平成27年度神山
町文化協会俳句大会が農村改善
センターで開催され、19人が
参加しました。
　　投　句　五　題
　一、ご・と・うの詠み込み
　二、竜田姫
　三、菊日和
　四、八手の花
　五、色　鳥

神山町
文化協会俳句大会

▲左から河野白州さん、海老名良子さん、河野里江さん

優　勝　帯〆めて　いそいそと妻　菊日和
 海老名良子
準優勝　花八手　咲いて仲良き　両隣
 河野　白州
第三位　菊日和　百歳までは　生くつもり
 河野　里江

　11月 1日、神山町文化協会囲碁
大会が農村環境改善センターで行わ
れ、10人が参加しました。
＊順位の決め方（特別ルール）
○勝者の得点は 1回戦 5点・2回

平成27年11月定例会
神山町文化協会囲碁大会

▲囲碁大会の様子

戦 4点・3回戦 3点・4回戦 2
点・5回戦 1点の合計点で争い

得点の多い方が上位（同点の場
合直接対決で勝者が上位）

結　果
A級　優　勝
　　　佐々木幸茂　4勝 1敗（10点）
　　　準優勝
　　　名賀石準三　3勝 1敗（8点）
B級　優　勝
　　　笠井　実吉　2勝 0敗
　　　準優勝
　　　佐藤　悟　　4勝 2敗　

　11月 25日（水）タカガワ東徳
島ゴルフ倶楽部において、神山町体

第15回神山町民
ゴルフ大会開催

育協会主催の第 15回神山町民
ゴルフ大会を行いました。記念
大会の今回は、昨年を上回る
75人の選手が参加しました。
　結果は次のとおりです。

優　勝
中　川　文　明
準優勝

久　保　明　宏
ベストグロス

久　保　明　宏　74

　12月22日、下分まちづくり実行
委員会が下分保育所の子どもたちに
喜んでもらおうと、クリスマスプレ
ゼントにお菓子を配りました。
　お散歩がてら下分公民館に遊びに
来た子どもたちは、公民館内のクリ
スマス飾りを楽しんだあと、赤い帽

下分まちづくり
保育所の子どもたちと交流

▲お菓子を受け取る子どもたち

子をかぶった実行委員長の南本
さんらからお菓子を受け取り笑
顔いっぱいでした。
　これは、まちづくりの一つ、
地域のみんなで子どもたちを見
守っていこうという思いから初
めて行われ、実行委員会は来年
以降も続けたいと話していまし
た。

　神山町公式ホームページを12月にリニューアルしました。課ごとに分けられた行政情報の他、「神
山はいま」など新しいページを設け、見やすくそして幅広く神山町を発信できるようになりました。
また、神山タイムズにつきましては機能を停止し、より身近で細かい情報発信が出来る Facebook
へ移行することになりました。

ホームページが新しくなりました
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町
長
表
彰
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

神
山
町
で
は
、
広
く
町
民
の
方
に
敬

愛
さ
れ
、
町
民
に
明
る
い
希
望
と
活
力

を
与
え
る
こ
と
に
特
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
方
に
対
し
、
平
成
21
年
度
か
ら

「
神
山
町
長
表
彰
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

人
命
救
助
や
社
会
福
祉
、
文
化
、
産

業
、
教
育
等
の
振
興
に
功
績
の
あ
る
候

補
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
平
成
28
年
1

月
29
日
ま
で
に
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

悪
質
な
訪
問
販
売
に

　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

訪
問
販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
県
内

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

移
動
販
売
は
特
定
商
取
引
法
で
の
保

護
対
象
で
す
の
で
、
料
金
を
支
払
っ
た

後
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契
約
を
解
除

す
る
権
利
）
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま

す
が
領
収
書
が
発
行
さ
れ
な
か
っ
た

り
、
発
行
さ
れ
て
も
架
空
の
も
の
だ
っ

た
り
と
、
そ
の
後
の
返
金
交
渉
等
が
出

来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

移
動
販
売
業
者
か
ら
購
入
す
る
際
は

商
品
と
金
額
を
、
購
入
前
に
し
っ
か
り

と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
金
額
に
納
得
が

い
か
な
か
っ
た
り
、
不
要
な
場
合
は
、

キ
ッ
パ
リ
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
購
入
を
強
要
さ
れ
、
怒
鳴
ら

れ
た
り
脅
さ
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
困
っ

た
り
、
不
安
や
不
審
に
思
っ
た
ら
、
下

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

神
山
町
役
場
住
民
課
ま
た
は
、
徳
島
県

消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー
【 
☎（
0
8
8
）

－

6
2
3

－

0
1
1
0
】

高
齢
者
の
や
け
ど
に

　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

消
費
者
庁
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

不
注
意
や
誤
使
用
に
よ
り
や
け
ど
を

負
っ
た
と
い
う
事
故
情
報
が
3
3
8
件

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
身
体
機
能
の
低
下
等

に
よ
り
重
い
や
け
ど
を
負
う
リ
ス
ク
が

高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
冬
の
時
期
に
事
故
が
増

え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
高
齢
者

の
い
る
ご
家
庭
で
は
低
温
や
け
ど
、
着

衣
着
火
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
置
い
た
や

か
ん
等
の
熱
湯
を
浴
び
る
事
故
、
ま
た

入
浴
に
際
し
て
の
事
故
な
ど
日
頃
か
ら

注
意
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
万
が

一
、
皮
膚
に
異
常
が
起
き
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
専
門
医
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

＊
高
齢
者
の
熱
傷
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
や
介
護

者
、
ま
た
周
囲
に
い
る
方
も
日
頃
か

ら
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
の
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

神
山
町
役
場
住
民
課
ま
た
は
、
徳
島
県

消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー
【
☎
0
8
8

－

6
2
3

－

0
1
1
0
】

消
費
者
庁
消
費
者
安
全
課
【 

☎
０
３

－

3
5
0
7

－

9
1
3
7
】

 

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

平
成
28
年
度
（
平
成
27
年
分
）

税
申
告
相
談
に
つ
い
て

　

税
申
告
相
談
を
役
場
本
庁
に
て
行
い

ま
す
。
申
告
が
必
要
な
方
は
、
次
の
日

程
に
て
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
申
告
会
場

　

役
場
2
階　

ス
ダ
チ
（
2
0
1
）

 

（
旧
委
員
会
室
）

●
申
告
相
談
期
間

　

平
成
28
年
2
月
10
日
㈬
〜
3
月
15
日

㈫
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ま
で

上　

分

2
月
10
日
㈬
、
12
日
㈮

広　

野

2
月
15
日
㈪
、16
日
㈫
、17
日
㈬

阿　

川

2
月
18
日
㈭
、19
日
㈮

鬼
籠
野

2
月
22
日
㈪
、23
日
㈫
、24
日
㈬

下　

分

2
月
25
日
㈭
、26
日
㈮
、29
日
㈪

神　

領

3
月
1
日
㈫
、2
日
㈬
、3
日
㈭

4
日
㈮

左
右
内

・
全
地
区
3
月
7
日
㈬

電
子
申
告
を
希
望
す
る
方
は
3

月
4
日
ま
で
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

確
定
申
告
で
電
子
申
告
が
可
能
な
日

程
が
3
月
4
日
㈮
ま
で
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課　

町
民
税
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

徳
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に
！

税　
　

目

申
告
・

納
付
期
限

振
替
納
税
の
方
の

口
座
振
替
日

所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
3
月
15
日
㈫
4
月
20
日
㈬

個
人
事
業
者
の
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税

3
月
31
日
㈭
4
月
25
日
㈪

贈　

与　

税
3
月
15
日
㈫
口
座
振
替
は
利
用

で
き
ま
せ
ん

☆
申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
、
で
き
る

だ
け
郵
送
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
並

び
に
個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方

消
費
税
を
含
む
）
の
申
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

役場からの

　おしらせ

あゆちゃん
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☆
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

☆
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
確

実
に
残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
会
場
は　
「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」

会　
　

場

期　
　

間

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま　

3
階
第
2
特
別
会
議
室

（
徳
島
市
山
城
町
東

浜
傍
示
1
）

2
月
8
日
㈪
〜
3
月
15
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ

し
、
2
月
21
日
及
び
2
月
28
日

の
日
曜
日
は
確
定
申
告
の
相
談
・

申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。）

☆
受
付
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

ま
で
（
午
後
4
時
以
降
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
。）。

☆
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署
庁
舎
内
に

は
、
確
定
申
告
会
場
を
設
け
て
お
り

ま
せ
ん
。

☆
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
の
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
有
料
（
1
日
2
0
0
円
）

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
な
ど
は

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
に
、
土
地
・
家
屋
等
を
所
有
す
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
建
物
を
取
り
壊
し

た
り
、
焼
失
さ
れ
た
時
は
、
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
翌
年
度
か
ら
、
滅
失
分
の

固
定
資
産
税
が
か
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
既
に
な
く

な
っ
た
建
物
に
も
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
宅
の
滅
失
等
に

よ
り
「
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準

の
特
例
」
の
適
用
が
外
れ
、
土
地
の
税

額
が
高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
は

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

神
山
町
内
に
工
場
、
商
店
、
土
木
建

設
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
に
用
い
る
事

業
用
資
産
（
自
己
の
使
用
す
る
も
の
だ

け
で
な
く
、
他
人
に
貸
し
付
け
て
い
る

も
の
も
含
む
）を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
1
月
1
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資

産
の
申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
1
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
、
今

回
申
告
分
か
ら
、
個
人
番
号
・
法
人
番

号
の
記
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限　

平
成
28
年
1
月
29
日
㈮

平
成
28
年
1
月
か
ら

番
号
制
度
が
始
ま
り
ま
す

1　

窓
口
等
で
通
知
カ
ー
ド
等
の
提
示

が
求
め
ら
れ
ま
す（
個
人
番
号
の
確
認
）

　

平
成
28
年
1
月
か
ら
、
税
関
係
の
証

明
書
が
必
要
な
時
、
ま
た
、
税
関
係
・

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

各
種
申
請
の
様
式
に
個
人
番
号
欄
が
設

け
ら
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
み
な
さ
ま
の
手
続

き
を
確
実
か
つ
早
期
に
進
め
る
た
め
に

必
要
な
事
項
で
す
の
で
、
ご
自
分
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
時
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
は
法

的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

　

手
続
き
を
す
る
窓
口
等
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
す
る
た
め
に
通
知
カ
ー
ド

の
提
示
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
手
続

き
の
際
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
通
知
カ
ー
ド
の
ほ
か
、
平
成
28
年
1
月

以
降
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
も
希
望
に
よ

り
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記

載
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
希
望
す
れ
ば
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
が

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
で
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

＊
被
保
険
者
証
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
記

載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

2　

申
請
・
届
出
の
際
、
本
人
確
認
を

行
い
ま
す

　

個
人
番
号
が
不
正
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
、
申
請
・
届
出
の
際
、

個
人
番
号
の
確
認
と
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
。
本
人
確
認
は
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
ま
た
は
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
等
の
写
真
付
の
身
分
証
明
の
提

示
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
行
い

ま
す
。

＊
上
記
が
困
難
な
場
合
は
、
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証
と
年
金
手
帳
な
ど
の
2

つ
以
上
の
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
「
通
知
カ
ー
ド
」
だ
け
で
は
本
人
確
認

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
合
わ
せ
て
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
の
提
示
を
お
願
い

し
ま
す
。

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」

の
受
付
期
間
は
平
成
28
年
2
月
5
日
㈮

ま
で
で
す
。

　

役
場
よ
り
申
請
書
が
届
い
て
お
り
、

次
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の
に

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至

急
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
支
給
対
象
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
に
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
と
い

う
方
も
、
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
支
給
要
件
〉

　

平
成
27
年
度
分
の
町
民
税（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
な
い
方

た
だ
し
、

⑴　

課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
生
活
の
面

倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
場
合

　
（
町
民
税（
均
等
割
）に
お
い
て
、
課

税
者
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
場
合
）

⑵　

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と

な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
除
き
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
か
ら
神
山
町
子
ど
も

は
ぐ
く
み
医
療
費
助
成
対
象
拡
大
！

高
等
学
校
修
了
ま
で
対
象
に
!!

　

神
山
町
で
は
、
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医

療
費
助
成
事
業
の
対
象
を
、
現
在
、
中

学
校
修
了
（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
3

月
31
日
）
と
し
て
い
ま
す
が
、
4
月
1

広報かみやま No.302 20

広報かみやま01月 №302.indd   20 2016/01/08   14:59:08



日
よ
り
高
等
学
校
修
了
（
18
歳
到
達
後

の
最
初
の
3
月
31
日
）
ま
で
拡
大
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
婚
姻
し
て
い
る
方
や
勤
労

者
の
方
は
対
象
外
で
す
。

　

2
月
上
旬
に
新
た
に
受
給
対
象
と
な

る
お
子
さ
ん
の
ご
家
庭
に
申
請
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

　

申
請
書
、
印
鑑
、
お
子
さ
ん
の
保
険

証
を
持
っ
て
、
役
場
又
は
広
野
支
所
で

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
代

理
の
方
が
お
越
し
く
だ
さ
っ
て
も
結
構

で
す
）。

　

新
し
い
受
給
者
証
は
3
月
末
に
発
送

す
る
予
定
で
す
。

　

転
入
等
に
よ
り
所
得
課
税
証
明
書
等

が
必
要
な
方
は
個
別
に
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が

新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
！

　

平
成
27
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
、
下

川
清
さ
ん（
平
成
25
年
1
月
1
日
委
嘱
）

が
任
期
を
満
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
平
成
28
年
1
月
1
日

付
で
、
川
野
愛
子
さ
ん
（
鬼
籠
野
字
阿

保
坂
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
山
町
で
は
毎
月
11
日
（
休
日
の
場

合
は
翌
日
）
に
役
場
2
階
図
書
室
で
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
5
2
2

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
9

小
中
学
校
入
学
準
備
助
成
金

　

神
山
町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
、
本
年
度
か
ら
小
中
学
校
入
学

準
備
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
平
成
28

年
度
に
町
内
の
小
中
学
校
に
入
学
を
予

定
さ
れ
て
い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の

方
を
対
象
に
一
人
当
た
り
3
万
円
を
交

付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
学
校
を
通
じ

て
保
護
者
宛
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

そ
の
他
に
、
プ
リ
ン
ト
代
の
無
料
化
と

い
う
こ
と
で
、
学
校
に
於
け
る
公
費
、

私
費
の
区
分
を
見
直
し
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

神
山
町
の
奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
神
山
町
奨
学
資
金
貸
与

生
の
募
集

1
．
資
格

●
高
校
生
は
、
入
学
前
1
年
以
上
引
き

続
き
本
町
在
住
者

●
大
学
院
生
・
大
学
生
等
は
、
入
学
前

2
年
以
上
引
き
続
き
本
町
在
住
者

●
成
績
優
秀
で
操
行
の
善
良
な
者

●
就
学
の
経
済
的
負
担
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
者

2
．
貸
付
額

●
高
校
、
高
専
（
1
〜
3
年
生
）
等
の

生
徒 

月
額
2
万
円

●
大
学
院
、
大
学
、
高
専
（
4
・
5
年

生
）
等
の
学
生 

月
額
3
万
円

3
．
申
請
の
た
め
に
必
要
な
書
類

　

奨
学
資
金
貸
与
願
、
奨
学
生
推
せ
ん

調
書
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
、

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
）

※
必
要
な
書
類
の
様
式
は
、
神
山
町
教
育

委
員
会
、町
内
各
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
決
定
し
た
場
合
に
は
2

人
の
連
帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

4
．
募
集
期
間

　

平
成
28
年
3
月
22
日
㈫
か
ら
4
月
15

日
㈮
（
土
・
日
除
く
）

○
平
成
28
年
4
月
1
日
よ
り
施
行
と
な

り
ま
す
！

　
「
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
の
た
め
の
奨
学

資
金
の
償
還
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」

1
．
目
的

　

現
在
の
神
山
町
の
奨
学
資
金
制
度
に

償
還
の
特
例
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
償

還
を
免
除
し
、
若
者
等
の
ふ
る
さ
と
定

住
と
人
口
の
増
加
を
図
り
、
神
山
町
の

活
性
化
促
進
に
つ
な
げ
る
。

2
．
対
象
者

　

10
年
間
を
償
還
期
間
と
し
て
年
賦
償

還
す
る
者
で
、
本
人
ま
た
は
そ
の
保
護

者
に
町
税
そ
の
他
町
の
収
入
に
係
る
滞

納
が
な
い
者
。

3
．
償
還
の
免
除

　

当
該
年
度
の
前
年
度
の
1
月
1
日
現

在
の
住
所
を
神
山
町
に
有
し
、
居
住
の

事
実
が
確
認
で
き
た
場
合
、
当
該
年
度

の
償
還
額
を
全
額
免
除
す
る
。

※
こ
の
条
例
施
行
の
際
、
現
に
償
還
中
の

者
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
と
し
て
、

当
該
年
度
の
償
還
額
を
半
額
免
除
す
る
。

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
5
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
1
5

水
道
管
を
寒
さ
か
ら
守
ろ
う
！

　

水
道
管
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以

下
に
な
る
と
、
凍
結
し
、
破
裂
す
る
可

能
性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

外
蛇
口
や
あ
ま
り
使
用
し
て
い
な
い

蛇
口
等
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

給
水
装
置
が
破
損
す
る
と
、
ご
家
庭

の
水
道
利
用
に
不
便
を
来
す
だ
け
で
な

く
、
所
有
者
で
あ
る
お
客
様
が
費
用
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

凍
結
を
防
止
す
る
に
は

●
保
温
材
で
被

い
、
濡
れ
な
い

よ
う
に
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
を
巻

き
ま
し
ょ
う
。

●
夜
の
冷
え
込
み

が
厳
し
い
と
予
想
さ
れ
る
と
き
は
湯

沸
器
な
ど
の
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
じ
ゃ
口
か
ら
細
く
水
を
出
し
て
お
く

こ
と
も
有
効
で
す
。

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は

●
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と

ぬ
る
ま
湯
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

熱
湯
は
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

破
裂
、ひ
び
割
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
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慢性腎臓病（C
シー

K
ケー

D
ディー

）③
慢性腎臓病（CKD）は国民 8人に 1人の身近な病気です。
前回に引き続き、慢性腎臓病（CKD）についての学習です。

●腎臓をいたわるポイントは？
　腎臓の働きは加齢とともに自然に落ちていきます。さらに、腎臓に負担がかかることがあると、
腎臓が悪くなるスピードは早まります。腎臓は一度悪くなると、もとの元気な腎臓に戻れません。
腎臓はよほど悪くならないと症状が出ません。少しでも悪くなる原因を取り除たり、改善すること
がポイントです。

皆さんの健診結果や生活習慣をあてはめてみるとどうでしょうか？

少しずつでも生活を見直してみましょう。

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係 TEL676－1114（ＩＰ2004）

健康づくりシリーズ○99

生活習慣病で治療中の方は、
定期受診をかかさずに。
主治医の先生の指示をあおぎ
ましょう。

肥満の解消（BMI25未満）
体重が増えると血液量が増え
腎臓の血管に負担をかけます。

減塩
塩分の取りすぎは、高血圧を起こします。
また、排泄される際、直接腎臓をいためます。

必要な薬以外は飲まない・使わない
　薬やサプリメントの中には、慢性腎臓
病の原因となったり、腎機能を悪化させ
るものもあります。医師と相談の上、必
要な範囲にとどめておきましょう。

脂質管理
（LDLコレステロール値120mg／dl未満）
LDLコレステロールは動脈硬化をす
すめ動脈硬化は腎臓にも影響します。

厳格な血糖管理
（HbA1c6．9％未満）
糖尿病が悪くなると腎臓をいためます。

厳格な血圧管理
（130／80mmHg以下）
高血圧は腎臓の血管に負担をかけます。

禁煙
タバコが体に良いことは一つもありません。

アルコールを飲み過ぎない
多量飲酒は血圧を上げます。
適量は、1日 1合（ビールなら500ml）

排尿を我慢しない
排尿を我慢すると、腎臓に尿が逆流し、腎臓が傷
つきます。また、尿中の細菌が逆流することで、
腎臓に影響を起こします。

ウォーキング程度の適度な運動を
　ウォーキングは肥満・血圧・血糖・脂質管理
に効果的です。

早寝早起き・十分な睡眠・休養をとる
風邪をひかない（体を清潔にする）ストレスを
ためない

たんぱく質の摂取制限　

　医師の指示によります
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お問い合わせは…地域包括支援センター　　電話：676－1185（IP2031）

介護予防シリーズ○41

足からの健康づくり

　「膝の痛みがひどくなってきた」「少し長い距離が歩きづらくなってきた」など、　脚の悩みが多く
なってくるのが高齢期。自分の足に合った靴を選びましょう。
　

靴も大切!!
疲れない靴をみつけよう

➊　靴底の（インソール）のアーチ部分が自
分のアーチの高さに合っていること
土踏まずの部分が下方に崩れ落ちないよう
に、しっかりと支えてくれるような形の靴に
なっているか、チェックしましょう。アーチ
の高さが合っていると、
長時間歩いても疲れにく
く、適度な刺激が血流を
良くしてくれます。

➋　靴のつま先部分に適度な遊びがあること
足の指を動かすことができないほど、爪先の
部分が細すぎる靴を履いていませんか？適度
な余裕がつま先部分にあり、足の甲の部分は
ひもなどでしっかりと締めることができるの
が理想的です

➌　返しがいいこと
歩くときに靴底が曲がりやすくなっている靴
が足への負担が少ない。軽い力でも前 3分の
1位のところで靴がきれいに曲がる靴は、歩
行をサポートしてくれま
す。靴底が硬すぎても柔ら
かすぎても変な歩き方が
生じてしまう原因になり
ます。

➍　踵部分をしっかりと
　　　　　　サポートしてくれること
靴の踵が当たる部分を外側からおしてみま
しょう。ペコペコで直ぐに内側に倒れてしま
う靴は踵をまっすぐに立てて歩くためのサ
ポート力が弱く、足を痛める
もとになります。踵が内側や
外側に倒れないようにある程
度の硬さでサポートしてくれ
るのが良い靴の条件です。

➎　甲を覆う部分が広いこと
甲の部分がしっかりと覆われていると、足首
が安定して、踵をまっすぐに立てたままきれ
いに歩けます。甲の高さは人そ
れぞれなので、靴紐やマジック
テープで締めるタイプの靴だと
きっちりと自分のサイズに合わ
せて履けるのでお勧めです。

➏　適度なクッション性があること
靴底に適度なクッション性があると疲れませ
ん。あまり硬すぎる靴底は履き心地が悪く、
あまり柔らかすぎても靴底は足首の安定性に
はマイナス要素になります。

良い靴の条件です良い靴の条件です
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広報かみやま01月 №302.indd   23 2016/01/08   14:59:10



防災シリーズ○11

　近いうちに起こるとされている、地震への備えとして、できることは何があるでしょうか。
今回は、主に地震発生時の家具の転倒防止対策について、ご紹介します。
　東日本大震災以来、あれもこれもやらなければと考え込んでしまう人がいるのではないで
しょうか。まず、大事なことは、地震の揺れで命をなくさないことです。そのためには、住
宅の耐震補強や家具の固定、ガラスの飛散防止から始めてください。
　住宅の耐震補強については、耐震診断を受け、必要に応じて補強しましょう。
　家具については、背の高いものや重いものから優先的に固定しましょう。家の中で長い時
間を過ごす、寝室やリビングを重点的に行うと効果的です。タンスや食器棚、冷蔵庫、テレ
ビなどは入念に行うと良いと思います。何もしなければ、家具が室内を飛び回り、下敷きになっ
てケガをしたり、室内が散乱状態のために延焼火災から避難が遅れてしまうなど、過去の地
震でも大きな被害が出ています。
　平成21年 3月に気象庁が発表した震度階級関連解説表によると、震度 5強でタンスなど重
い家具が倒れ、テレビが台から落ちることがあると想定されています。室内での居住者被害
を防ぎ、安全な避難経路を確保するためにも、家具を固定しておくことが重要です。
　また、割れたガラスも凶器となって、避難時にケガをすることがありますので、ガラスに
飛散防止フィルムを貼ることや、身近な場所に履き物を用意しておくことが大切です。
　最近では、家具を固定するための器具やつっぱり棒、転倒防止用の耐震マットや食器棚扉
開閉を防止するストッパー等が販売されていますので、有効に利用してください。

全国瞬時警報システム
神山町役場　総務課　防災係　　電話：676－1111（IP2000）

家具つっぱり棒 耐震マット 固定器具、耐震マット使用例
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国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

　～新成人のみなさんへ～　
20 歳 に な っ た ら 国 民 年 金

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支え
ようという考えで作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとっ
たときや、病気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年
金を受け取ることができる制度です。

　国民年金のポイント  

◎将来の大きな支えになります
　　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたっ
て保障されます。

◎老後のためだけのものではありません
　　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もありま
す。障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、
加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のあ
る配偶者」や「子」）が受け取れます。

　「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」 　

★「学生納付特例制度」
　　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国
民年金保険料の納付が猶予される制度です。

　　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、
高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）、一部の
海外大学の日本分校に在学する方です。

★「若年者納付猶予制度」
　　学生でない30歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、
国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

詳しくは徳島北年金事務所　☎655－0200　または
住民課年金係　☎676－1113（ＩＰ2003）までお問い合わせください。

25 平成28年 1 月15日発行

広報かみやま01月 №302.indd   25 2016/01/08   14:59:11



神領駐在所だより

● 石井警察署　TEL.674－0110
● 神領駐在所　TEL.676－0019

〈通報・相談先〉

安全・安心な神山町のために！

昨年、神山町管内では、車上狙い事件が多発しました。また、町内でも不審な電話がかかって
きたり、不安をあおる不審な葉書が郵送されてきたりしました。（振り込め詐欺や特殊詐欺関係。）
神山町でも徳島市内と同様に、事件、事故が増加傾向です。安全・安心な神山町のために地域
住民の皆さんも防犯対策等を万全にしていきましょう。

1月10日は110番の日
☆ 110番は事件、事故など 1分 1秒を争う緊急通報ダイヤルです。
　　いたずら電話や無言電話は、本当に必要な人が必要な時に110番回線がふさがり、支
障をきたします。110番は正しくご利用して下さい。

　　また、通報者は出来る限り現場に居て下さい。
●ポイント
　1　何があった（事件、事故など）
　2　どこで？　（場所は？近くの目標となる建物等を教えて下さい。）
　3　いつ（今？何分位前）
　4　犯人は？（何人？男女？人相？服装？逃走方向？乗り物？等）
　5　今、どうなっている（怪我人は？被害の状況は？）
　6　あなたの住所、氏名を（あなたの住所、氏名、連絡先等を教えて下さい。）
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消火器を正しく使おう
　文化財防火デーの制定は、昭和24年 1月26日に、現存する世界最古の木

造建造物である法隆寺（奈良県斑鳩町）の金堂が炎上し、壁画が焼損した

ことを契機としています。

　私たちの住んでいる神山町には、有形・無形文化財を合わせるとおよそ60点ほどの文化財があり
ます、文化財の多くは木製や紙製など火災で焼失してしまうものが多く、厳重な保管注意が必要に
なります。
　最近では、失火のほかにも悪戯や放火など、様々な理由で文化財が失われてしまうことがありま
す、このようなことを未然に防ぐことや、もし発生してしまった場合でも最小限にとどめるために、
文化財保護の意識を高め、全員で協力し合いながら町の文化財の保護に努めましょう。

神山町での文化財保護・防火啓発訓練
　今年の文化財保護・防火啓発訓練は1月31日の日曜日に鬼籠野字東分の鬼籠野神社で行われます。
火災が最も発生しやすいこの時期に、教育委員会・消防団・消防署等が協力し防火訓練を行うもの
です。
　町民の皆様もこれを機に防災意識を高め火災を起こさないよう心がけましょう。

神山町内にある国指定の文化財粟飯原家住宅

消防署だより

119

法隆寺　金堂

消防署への連絡は

緊急通報は

★加入電話　119番

★携帯電話　119番

★ IP電話は　2119番
119では繋がりません

27 平成28年 1 月15日発行
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～季節の野菜で元気な細胞をつくろう～

★白菜サラダ★
■ 材　料　4人分

■ 作り方
① 白菜はせん切り（白い部分は薄く）、水菜は 3
～ 4㎝長さに切る。

　 トマトは 2㎝角に切る。りんごは皮ごと洗い、
いちょう切りにする。

　 プロセスチーズは、5㎜角に切る。
② 器に白菜と水菜を混ぜて盛り、上にトマト、り
んご、チーズ、ミックスサラダ豆を盛りつける。

③ カッコの調味料を混ぜて、②のサラダにかける。

野菜1日350g！

栄養価1人分：エネルギー139kcal、たんぱく質6．6g

脂質8．6g、塩分0．7g　野菜総重量70g 冬の白菜は、甘くてやわらかく、生でも食べられます。
鍋や炒め物にすると沢山食べられますが、レタス代わりにサ
ラダに使っても癖がなくて美味しいですよ！

ヘルスメイトおすすめ！

ヘルシー料理

　次号は、平成25～27年生まれで3月・
4月が誕生日の子（町内に住所を有する
こと）を募集します。
　掲載を希望する方は、役場広報編集委
員会まで写真を送付してください。締切

は2月15日です。
※掲載回数は 1回までです。複数回の掲載はで
きませんのでご了承ください。

白菜（淡色野菜） 120ｇ
水菜（緑黄色野菜） 40ｇ
トマト（緑黄色野菜） 120ｇ
りんご 60ｇ

ごまドレッシング   大さじ2・1/2
しょうゆ   小さじ2/3
ゆず絞り汁   少々

ワンポイント

アドバイス

塩
しお

田
た

種
たね

人
と

くん
H25.2.8 生（3歳・男）
神領字西青井夫

表
◆

紙
◆

ル
◆

ポ
◆

ル
◆

タ
◆

ー
◆

ジ
ュ

　

鬼
籠
野
灯
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
の
取
材
を
通
し

て
、ま
た
色
々
な
事
を
知
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
設
置
す
る
支
柱
は
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
骨
組
み
の
廃
材
を
利
用
し
て
い

て
、
で
き
る
だ
け
お
金
を
使
わ
ず
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
や
、
ま
た
、
イ
ブ
の
舟
を
流
す
足

場
に
は
配
水
管
が
埋
め
ら
れ
、
川
の
流
れ
が
均

一
に
な
る
よ
う
に
し
て
あ
っ
た
り
、
そ
の
イ
ブ

の
舟
の
い
く
つ
か
に
は
重
り
を
付
け
て
ず
っ

と
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
な
ど
、
目
に
見

え
な
い
工
夫
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
5
時
に
な
る
と
訪
れ
た
人
た
ち
が
み

ん
な
で
点
灯
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
灯
り
の
世

界
へ
。
そ
の
中
を
歩
く
と
、
遠
く
か
ら
見
る
の

と
は
ま
た
違
っ
た
不
思
議
な
空
間
の
中
に
入

り
込
ん
だ
み
た
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
今
年
は
ぜ
ひ
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯

し
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
に

は
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
菓
子
も
あ

り
ま
す
。

今回で18年目を迎えた鬼籠野輝
ひかり

の会による
イルミネーションです。
今年は「がんばろう神山」の文字が見えます。
詳しくは14ページのまちの出来事をご覧く
ださい。

ミックスサラダ豆（または蒸し大豆） 40ｇ
プロセスチーズ 40ｇ

▲イブの舟を流す子どもたち
（※イブの舟は、板の上にプラスチックのコップ
を乗せ、その中にロウソクを立てています）
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